
サーキュラーエコノミー型
事業モデルの基盤構築

中期経営計画

ガバナンス サステナビリティ経営
“お客様喜ばせ業” をつなぎ、期待を超える

パーパス

（2025年８月期～2029年８月期）

グループ各社の
提供価値を最大限

活用することにより、
持続可能な社会・環境に

貢献する

●店舗を起点とした顧客戦略
●グループアセット活用による買替需要の創出戦略
●インバウンド強化戦略

お客様に日々接している
現場の従業員への

権限委譲により、時代の変化、
多様化する価値観やニーズに

スピーディーに対応する
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不要品回収再資源化販売

商品・サービス
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お客様従業員

お客様の声

お客様に喜んでいただく

価値創造プロセス

　ビックカメラグループは、「“お客様喜ばせ業”をつなぎ、期待を超える」と定めたパーパスのもと、消費者の多様
化するニーズの変化に対応した店舗網を中核に、グループ各社の強みを最大限に活かし相互連携することで、お客様
の購買サイクルを網羅した新たな価値を提供するサーキュラーエコノミー型事業モデルを構築します。また、この活
動を通じて環境に配慮した持続可能な社会づくりにも貢献していきます。
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成長の原動力とする
人財戦略

健康経営の推進

省エネ家電製品・
サービスの普及促進

温室効果ガス
排出量削減

信頼とワクワク感の
ある店舗の確立全てのベースとなる企業理念とそれを構成 する要素
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社会課題
テクノロジーの

急速な発展 気候変動人口減少・高齢化 地方の過疎化 生活・消費の変化
需要の多様化 小売市場の縮小
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さらなる価値創造に向けて 価値創造の基盤 企業・財務データマネジメントメッセージイントロダクション 価値創造の源泉




